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ふ る さ と 

自らの生命を守り  
  われらの地域を救う 
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防災教育チャレンジプラン（最終報告） 



南海中 

最大１５ｍの津波 

 校区の60％以上が津波で浸水し、保育園・小学校・中学校の多くも水没します 

長浜小 

浦戸小 

長浜保育園 

 

 

おさなごの園 

浦戸保育園 

南 海 中 学 校 区 
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東日本大震災が起きたとき、 

         わたしたちの校区では… 

  太平洋・港湾・河口へ津波見物に・・・ 

     そこには生徒だけでなく、多くの地域住民が 

 

 

 平成25年 内閣府大臣官房政府広報室：世論調査  

「防災訓練へ参加したり見学した経験の有無」  

                        ない・分からない＝55.2％ 

  ＊東日本大震災後の調査で、防災への関心が高まっていたはずなのに 

   数にするとおよそ6、600万人が経験なし！  

 

 防災教育の最大のチャレンジは、『住民の無関心』を 

               どう解決するのかということ。 
 

 

１５：３０ 

津波警報 

発令 

地域（住民）を巻き込む防災教育プログラムが必要 

高知県須崎市では2.6mを観測 



Q．どうやって住民の「無関心」と闘うか？ 

A．地域に（学校にではなく）、継続可能な防災教育

プログラムを構築する。 

 

 

南海中の特徴 ⇒ 地域活性化を「ぼうさい」に位置づける 

Wiｎ ＆ Win 

地域の活性化 楽しく 

気軽に 

地域資源の 

有効活用 
柔軟に 

継
続 

Nankai Survival Project 
  



Q．どうやって住民の「無関心」と闘うか？ 

A．地域に（中学校にではなく）、継続可能な防災教

育プログラムを構築する 

 

 

「協働的で継続可能なプログラム」とは･･･ 

• 地域活性化も対象なので、気軽に取組め、継続できる。 

• みんなで取組み、楽しいので、継続できる。 

• 気軽にやれるものから取組み、柔軟性に富むので、継続できる。 

• 地域の資源（人、もの、金、情報、イベントなど）を有効に活用
するので、継続できる。 

• 防災活動に取組む人材が、継続して育つ。 

 
【キーワード】 

協働（つながり、かかわり）と継続 ⇒ 住民の防災意識を涵養 

Nankai Survival Project 
 



地域に協働的で継続可能な防災教育プログラムを構築するために 

Q．学校は、防災教育のカリキュラムをどうつくるのか？ 

A．外（特別部活動：地域）と 内（防災の授業）が両輪となって、教
育活動全体を通じた防災教育カリキュラムをつくる。 

 

具体的な取組みの紹介 

□ 地域の絆は、防災の力 project（外） 
□ いつでも防災 project    （外） 
□ 校区津波避難マップ project （外・内） 
□ 校区一斉津波避難訓練 project（外・内） 
□ 防災フェア project     （外・内） 
 

南海中学校の防災教育 
   外「特別部活動」  ･･･NSP実行委員会（17名 ＋ α） 
   内「総合的な学習の時間」･･･全校生徒 
 

Nankai Survival Project 

Nankai Survival Project 

内 

外 



Nankai Survival Project 
 地域の絆は、防災の力  Project 

 どろんこ祭り（2017.4.1） 

外 
NSP実行委員会 

協働 



長宗我部まつり 

Nankai Survival Project 
 地域の絆は、防災の力 Project 外 

NSP実行委員会 

協働 



テレっちのたまご（テレビ高知）で 
    長宗我部まつりのＰＲ(2017.5.18)  

Nankai Survival Project 
 地域の絆は、防災の力 project 外 

NSP実行委員会 

協働 



地域に協働的で継続可能な防災教育プログラムを構築するために 

Q．学校は、どう防災教育のカリキュラムをつくるのか？ 

A．内（授業）と外（部活動）に分けて、教育活動全体を通じて
防災教育に取組んでいく。 

 

具体的な取組みの紹介 

□ 地域の絆は、防災の力 project（外） 
□ いつでも防災 project    （外） 
□ 校区津波避難マップ project （外・内） 
□ 校区一斉津波避難訓練 project（外・内） 
□ 防災フェア project     （外・内） 
 

南海中学校の防災教育（Nankai Survival Project） 
 内･･･「総合的な学習の時間」   全校生徒 
 外･･･「部活動」NSP実行委員会  17名 

Nankai Survival Project 
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外 
NSP実行委員会 



Nankai Survival Project 
いつでも防災  Project 

はまっ子まつり(2017.6.4)  

外 
NSP実行委員会 



地域に協働的で継続可能な防災教育プログラムを構築するために 

Q．学校は、どう防災教育のカリキュラムをつくるのか？ 

A．内（授業）と外（部活動）に分けて、教育活動全体を通じて
防災教育に取組んでいく。 

 

具体的な取組みの紹介 

□ 地域の絆は、防災の力 project（外） 
□ いつでも防災 project    （外） 
□ 校区津波避難マップ project （外・内） 
□ 校区一斉津波避難訓練 project（外・内） 
□ 防災フェア project     （外・内） 
 

南海中学校の防災教育（Nankai Survival Project） 
 内･･･「総合的な学習の時間」   全校生徒 
 外･･･「部活動」NSP実行委員会  17名 

Nankai Survival Project 



（長浜北岸）津波避難場所の調査 
2017.3.26 

Nankai Survival Project 
校区津波避難マップ Project 

高知放送から 
取材に‼ 

外 

協働 

NSP実行委員会 
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外 
協働 



外 
NSP実行委員会 

協働 



Nankai Survival Project 
校区津波避難マップ Project 

図上シミュレーション避難訓練 
 

  ① 登校中     （自宅出発の5分後、どうする？）  
  ② 友人と買物中 （校区の量販店、どうする？） 
   そのとき･･･ 

       近くの避難場所は、避難経路は･･･？ 
        この道や橋は大丈夫？ 

内 



地域に協働的で継続可能な防災教育プログラムを構築するために 

Q．学校は、どう防災教育のカリキュラムをつくるのか？ 

A．内（授業）と外（部活動）に分けて、教育活動全体を通じて
防災教育に取組んでいく。 

 

具体的な取組みの紹介 

□ 地域の絆は、防災の力 project（外） 
□ いつでも防災 project    （外） 
□ 校区津波避難マップ project （外・内） 
□ 校区一斉津波避難訓練 project（外・内） 
□ 防災フェア project     （外・内） 
 

南海中学校の防災教育（Nankai Survival Project） 
 内･･･「総合的な学習の時間」   全校生徒 
 外･･･「部活動」NSP実行委員会  17名 



                 

 
 
 

Nankai Survival Project 
校区一斉津波避難訓練 Project 

 

 第5回 校区一斉津波避難訓練 ９/3（日） 
    

  目的： ①自宅での被災を想定し、自宅の近隣の避難 
      場所を活用し、避難訓練を行う。 
         ②家族や地域住民と訓練することで、共助 
           の大切さを学ぶ。 
 
      主催 南海中学校区校園協働会議 
       共催 南海中学校区保小中連携協議会 
       協力 高知市・消防局・消防分団 
                   長浜防災連合会・浦戸地区津波防災検討会 

           御畳瀬自主防災会・高知南警察署                   

協働 

学校主催から、
地域主催へ移行 



避難訓練の説明会 

  

Nankai Survival Project 
校区一斉津波避難訓練 Project 

 

協働 

自主防災会と避難経路を整備 

自主防災連合会、高知市防災対策部 

との実施要項打合せや反省会 

 ⇒ 作成した津波避難マップとチラシを配付
（地域へ4,000部） 

 

外 
NSP実行委員会 



• 校区津波避難マップを活用して、一人ひとりの津波避難場所と
自宅からの避難経路を確認 

• 非常持出袋の重要性とその中身を学習 

• 校区一斉津波避難訓練を位置づけ（全員が参加する） 

 

 

• 避難場所の中学生リーダー会を実施             

   （名簿作成訓練に向けて） 

 

            非常持出袋の準備 

 

 

 

総合的な学習の時間 

放課後等 

夏休みの課題 

訓練当日は100％達成！ 

Nankai Survival Project 
校区一斉津波避難訓練 Project 

 内 



校区一斉津波避難訓練 H29.9.3 

中学生が、避難者受付名簿作成の訓練を行いました。 
⇒ NSP実行委員会が参加者を集計 
⇒ 後日、「NSP」通信で発信します。 

中学生が、よくやってくれる！ 

わしらあも、もっとやらんと！ 

内 
外 

協働 



地域に協働的で継続可能な防災教育プログラムを構築するために 

Q．学校は、どう防災教育のカリキュラムをつくるのか？ 

A．内（授業）と外（部活動）に分けて、教育活動全体を通じて
防災教育に取組んでいく。 

 

具体的な取組みの紹介 

□ 地域の絆は、防災の力 project（外） 
□ いつでも防災 project    （外） 
□ 校区津波避難マップ project （外・内） 
□ 校区一斉津波避難訓練 project（外・内） 
□ 防災フェア project     （外・内） 
 

南海中学校の防災教育（Nankai Survival Project） 
 内･･･「総合的な学習の時間」   全校生徒 
 外･･･「部活動」NSP実行委員会  17名 



 第6回 防災フェア ７／８（土） 

  

  目的：さまざまな災害に備え、地域の防災リー 
      ダーを育成する。 
     主催 南海中学校区校園協働会議 

     共催 南海中学校区保小中連携協議会 
     後援 高知市教育委員会 
     協力 高知市地域防災推進課・高知市消防局・消防分団          
          長浜防災連合会・浦戸地区津波防災検討会・御畳 
                   瀬自主防災会・高知南警察署・日赤高知県支部・ 

                   自衛隊・(株)フタガミ・南海中PTA  

 

Nankai Survival Project 
防災フェア prpject 

 
地域の人たちを
巻き込もう！ 協働 

学校主催から、
地域主催へ移行 



未来の防災リーダーになるために、関係機関に出向いて打ち合わせます 

• 3年生   ⇒ 関係機関と訓練内容を企画 （事前準備） 

• １・２年生 ⇒ 訓練内容の学習と希望調査 

                    

内 総合的な学習の時間 

• 3年生   ⇒ 訓練の運営に携わる 

• １・２年生 ⇒ 訓練を体験する 

         

事
前 

当
日 

小学生も着衣水泳 避難ｼミュﾚｰｼｮﾝｹﾞｰﾑ 

園児防災教室 

自主防災と炊き出し 

煙避難体験 

シューター訓練 

Nankai Survival Project 
防災フェア prpject 

 



地域と訓練内容を協議 ジャッキアップ体験 

起震車体験 

生徒の要望で、起震車体験を
防災連合会が企画 

地域の要望で、ジャッキアップ
訓練を生徒が企画 

人を集める工夫 

○ チラシ作成と配付 
○ スタンプラリー 
○ 参加賞の準備 
○ 防災にわか上演会 
○ カキ氷 
  来年も、もっと工夫を！ 

Nankai Survival Project 
防災フェア prpject 

 外 
NSP実行委員会 

協働 



避難要支援者の避難に向けて 

Nankai Survival Project 

【協力要請団体】 
要支援者のある自主防災会 
【協力団体】 
高知市役所（地域防災推進課・福祉課・市民会館） 
 
【これまでの取組】 
① 避難要支援者（視覚障害者）から、避難の課題を聞き取り 
② 避難経路・避難場所の検証（協力団体と一緒に） 
③ 避難要支援者（視覚障害者）の避難計画づくり 
④ 避難要支援者（視覚障害者）の自宅内の避難路の検証と対策 
    の協議 
⑤ 避難要支援者（視覚障害者）の個別避難訓練 
⑥ 自宅内の耐震化（飛散防止フィルム貼り） 
 

外 
NSP実行委員会 

協働 



避難計画の検証作業 
【協力要請団体】 
高知市役所（地域防災推進課） 
検証作業を行う自主防災組織 
 
【NSP実行委員会によるこれまでの取組】 
① 検証アンケートの回収協力 
② 避難経路の検証法の学習（講師：地域防災推進課） 
③ 避難経路の検証作業（自主防災会）への協力 

外 
Nankai Survival Project NSP実行委員会 



防災朝食 

外 
Nankai Survival Project 

避難所でも大切な「食」を体験！ 
 
○ ラップを使って自分でにぎる 
  「防災おにぎり」 
○ 紙コップで飲めるみそ汁 
  「みそ玉」 
○ 防災食の試食 
 

生徒が準備し、地域の子どもたちや大
人たちに提供しました。 

防災教育チャレンジプランの助成で行っています 

NSP実行委員会 

協働 



見えてきた成果 
• 地域の自主防災組織の交流が活発化 

  ⇒ 長浜防災連合会の結成へ 

 

• 長浜防災連合会が必要経費を負担 

  ⇒ 防災講演会を学校との共催行事 

   講師旅費(12万円）/広告費（4万円） 

   を防災連合会が負担 
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Nankai Survival Project 

【最大の成果】 
地域の資源「人・もの・金・情報」が 
学校を通して一元化へ 



カリキュラムの進化＆深化へ 

    から     への循環 
NSP実行委員会が体験・学習してきたことを、授業へと展開 

（次年度のシラバスに反映） 

 

  

外 内 

【例】 自宅からの避難経路の検証をしよう！  
    要支援者の避難を考えよう！ 
    災害と食事（栄養）について学ぼう！ 

地域の課題に即した、柔軟な
授業カリキュラムを担保 

南海防災学 

Nankai Survival Project 

外から内への循環で 



自らの生命を守り われらの地域を救う 

ふ る さ と  

高知市立南海中学校 
Nankai  Survival  Project  
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